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老人クラブ 9:30          

町探険 9：00 

   
10/12日（月）までに社公民館まで 

ご連絡ください。（先着10名）  

☆期 日 10月19日（木） 

☆時 間 9時00分～ 

☆場 所 亀井公園 （関金） 

☆集合場所 社公民館 

☆持ちもの 飲み物、タオル、 

         登山用ストック等   

☆服 装 長袖、長ズボン 

 

 

主催事業 

  町 探 険  
亀井公園に登ろう！ 

社句会 13：00          社民児協 19:00 久米中校区同研 

19:00 

館長会 19:00 

公民館研究指定 

事業 9：30 

コケ玉作り 10：00 

選句会 9：30 

陶芸教室（玉伯焼）  

 ９：30 

 夏休み防犯パトロール！ 交通安全教室 

18：30         

絵手紙 13:30          

福祉懇談会 10：:00 

花植え 9：00 

健幸づくり 10：30 

健幸づくり教室 
主催事業 

 ☆期   日  10月27日（火） 

 ☆時   間  10時30分～13時 

 ☆場   所  社公民館  

 ☆献  立  鯖の南蛮漬け他 

 ☆持ち物 エプロン、三角巾 

 

共催 倉吉市健康推進課 

    うつぶき包括支援センター 

    （株）さんびる 

 

『延ばそう健康寿命 

  免疫と身体づくり（食事編）』 

10/12日（月）までに社公民館まで 

ご連絡ください。（先着12名）  

☆期 日   10月13日（火） 

☆時 間   ９時３０分～ 

☆集合場所 社公民館 

☆講 師   小谷隆一氏 

☆持ち物   飲み物 

☆服 装   長靴で 

          お願いします 

 

 

★各神社跡を回ります。 

           （小雨決行） 

社の歴史と文化をつなげて 

  いこう！Ｐart２ 

倉吉市公民館研究指定事業 

国庁裏神社に合祀された 

        社の神社を訪ねる！  

館長会 19:00 
令和２年度の文化祭は中止 

させていただきます。 

お知らせ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 
<

金
一
封>

 
 

小
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恭
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様 (

西
福
守
町) 

 

（
故
）
夫 

文
夫 

さ
ん 

九
十
二
歳 

 
 

 
 

 

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て 

倉
吉
市
公
民
館
研
究
指
定
事
業 

  
社
の
歴
史
と
文
化
を 

         
つ
な
げ
て
い
こ
う
！ 

 

今
年
度
初
め
て
の
倉
吉
市
公
民
館
研
究
指
定
事
業

を
九
月
十
四
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
文
化
財
課
専
門
員
・
根
鈴
智
津
子
氏
を
迎

え
て
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
社
公
民
館
に
て
、
社
の
歴

史
の
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
伯
耆
国
分
寺
跡
（
歴

史
公
園
）
と
法
華
寺
畑
遺
跡
に
出
向
き
ま
し
た
。 

 

伯
耆
国
分
寺
跡
は
、
寺
域
、
東
西
一
八
二
ｍ
・
南
北

一
六
〇
ｍ
の
方
形
で
、
正
方
位
か
ら
東
に
振
れ
る
。

東
・
西
・
北
に
土
塁
、
南
は
築
地
塀
で
、
画
す
。
寺
域

の
西
よ
り
三
分
の
一
に
南
門
・
金
堂
・
講
堂
を
配
置

し
、
塔
跡
は
寺
域
の
南
北
隅
に
位
置
す
る
。
金
堂
・

講
堂
と
塔
の
方
位
が
二
度
ほ
ど
違
っ
て
お
り
、
作
ら

れ
た
時
期
の
違
い
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

現
在
は
、
塔
の
少
し
外
れ
た
と
こ
ろ
に
、
塔
の
土
台

と
な
っ
て
い
た
石
が
置
い
て
あ
る
こ
と
、
古
代
の
山
陰

道
へ
つ
な
が
る
道
の
説
明
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

法
華
寺
畑
遺
跡
で
は
、
周
り
の
木
々
が
茂
り
今
で

は
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
古
代
の
時
代
で

は
、
西
に
は
大
山
、
東
に
は
、
大
御
堂
が
望
め
る
、
周

囲
が
見
渡
す 

こ
と
が
出
来
る
好
条
件
の
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

今
回
の
研
修
で
、
古
代
の
時
代
に
、
思
い
を
は
せ
ま

し
た
。 

 

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
社
の
歴
史
を
再
発
見
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

英会話 10：00 

次回は、11月12日（木）です 
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石
井
和
恵 

（ 

不
入
岡 

） 

★公民館利用にあたっての注意事項★ 

  利用人数を次の通りとします。  

    ☆第1会議室   16名    ☆第2.3会議室  30名  

    ☆視聴覚室    16名    ☆和  室     12名 

☆ 参加者が特定できるよう、参加者の氏名、連絡先を代表者が把握。  

   当日の体温の記入のこと 

☆ 使用後、備品の消毒・掃除      

☆ 消毒後、ごみ袋をご持参のうえ お持ち帰り下さい。 

 

義
ち
ゃ
ん 

吹 

苑 
み
え
こ 

 
理 
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哲 
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シ
ゲ
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正 

す
み
れ 

 

緑 

け
い
こ 

春 

優 

佳
代
子 

『オクラ君のえか
きうた』 youtube

動画ができました。 

    こちら→ 

    

411 

 

 
 

 
 

 

「

 

い
よ
い
よ

 

」 

  

い
よ
い
よ
も
人
生
に
似
て
難
多
し 

 
 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
と
婆
ば
の
出
番
や
っ
て
き
た 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
か
無
事
に
通
れ
よ
台
風
よ 

 
 

 
 

 

ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
本
番
前
の
微
調
整 

 
 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
だ
馬
よ
り
人
が
肥
え
る
秋 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
か
同
じ
話
が
出
始
め
た 

 
 

 
 

 
 

も
の
忘
れ
い
よ
い
よ
な
ん
て
考
え
ぬ 

 
 

 
 

 

八
十
歳
免
許
返
納
時
期
到
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
よ
い
よ
に
意
思
の
弱
さ
が
顔
を
出
す 

 
 

 
 

断
捨
離
に
い
よ
い
よ
か
か
る
大
仕
事 

 
 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
か
傘
寿
に
な
る
ぞ
生
き
て
い
く 

 
 

 

い
よ
い
よ
と
期
待
は
し
た
が
蚊
帳
の
外 

 
 

 
 

い
よ
い
よ
の
雨
に
種
ま
く
秋
野
菜 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

次
回
の
課
題
は
「 

歌 

」
「 

エ
ー
ル 

」
で
す
。  

十
月
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
に
お
届
け
下
さ
い
。 

尚 

川
柳
会
は
中
止
い
た
し
ま
す
。  

 
 

 

八
月
二
十
五
日
（
火
）
今
年
度
初
め
て
の

健
幸
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
（
株
）

さ
ん
び
る
の
講
師
か
ら
、
口
腔
内
を
き
れ

い
に
保
つ
こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
、
分
か
り
や

す
く
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
う
つ
ぶ
き
包
括
よ
り
、
家
の
中

で
の
転
倒
し
や
す
い
と
こ
ろ
の
お
話
、
倉

吉
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
な
の
で
、
家
の
中
で
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

の
軽
い
運
動
す
る
こ
と
が
良
い
と
の
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
手
を
動
か
し
な
が
ら
頭
を
動

か
す
脳
ト
レ
を
行
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
に
、
笑
い
な
が
ら
の
活
動
が

出
来
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

陶
芸
教
室
（
国
造
焼
） 

 

九
月
二
日
（
水
）
初
め
て
の
試
み
で
、

明
倫
公
民
館
と
の
共
催
事
業
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
山
本
佳
晴
氏
（
国
造
焼
）

を
迎
え
、
明
倫
公
民
館
七
名
、
社
公
民

館
九
名
の
参
加
者
で
陶
芸
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
和
気
あ
い
あ
い

と
皿
や
、
金
魚
鉢
な
ど
思
い
思
い
の
作

品
を
作
り
ま
し
た
。 

 

出
来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。 

英
会
話
教
室       

第
一
回 

福
祉
協
力
員
研
修
会
に
参
加
し
て 

 

令
和
二
年
度
に
な
り
、
初
め
て

の
福
祉
協
力
員
の
研
修
会
が
、
八

月
二
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

多
数
の
方
に
ご
参
加
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
社

地
区
担
当
の
方
か
ら
、
「
福
祉
協

力
委
員
の
心
構
え
に
つ
い
て
」
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

社
地
区
の
現
状
は
、
急
速
な
高

齢
化
や
、
空
き
家
等
の
増
加
に
よ

り
独
居
住
ま
い
も
増
え
て
い
る
。

皆
さ
ん
は
、
困
っ
た
と
き
に
「
助
け

て
」
と
、
言
え
ま
す
か
？
言
え
る

人
、
言
え
な
い
人
、
迷
惑
を
掛
け

て
し
ま
う
の
は
・
・
・
、
地
域
と
つ
な

が
り
が
薄
い
か
ら
掛
け
ら
れ
な
い

等
々
、
色
ん
な
事
情
が
有
り
、
声

が
掛
け
ら
れ
な
い
と
の
事
で
し
た
。 

 

人
間
関
係
の
希
薄
な
現
在
、
私

は
福
祉
協
力
員
と
し
て
見
守
り
が

出
来
て
い
る
か
不
安
も
有
り
ま
す

が
、
無
理
を
し
な
い
で
根
気
よ
く

声
を
掛
け
合
っ
て
行
か
れ
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鷲
見 

道
代 

 
 

 

ブ
ロ
ー
チ
作
り    

明
倫
公
民
館
共
催
事
業 

 

九
月
八
日
（
火
）
明
倫
公
民
館
に
て
、

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作

り
ま
し
た
。 

 

フ
ェ
ル
ト
を
切
っ
て
、
巻
い
て
、
ボ
ン

ド
で
つ
け
る
だ
け
で
、
可
愛
い
ブ
ロ
ー

チ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
個
目
よ
り
二
個
目
に
な
る
と
、

色
々
な
工
夫
を
し
て
作
り
ま
し
た
。 

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

息
子
が
陸
上
競
技
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、
小
学
校
一
年
生
の
時
に
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
、
学
年
一
位
に
な
っ
た
と
き
で
す
。

も
っ
と
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
本

人
の
希
望
で
、
二
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
鳥
取

の
陸
上
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

週
一
回
と
は
い
え
、
片
道
一
時
間
の
送
迎
は

大
変
で
し
た
が
、
車
中
で
す
る
息
子
と
の
何

気
な
い
会
話
に
心
が
和
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

陸
上
を
通
じ
て
息
子
も
私
自
身
も
た
く
さ
ん

の
友
人
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
息
子
の
笑
顔
と
、
家
族

に
支
え
ら
れ
卒
業
ま
で
頑
張
る
事
が
で
き
ま

し
た
。 

 

協
力
し
て
く
れ
た
家
族
に
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

 

息
子
は
中
学
生
に
な
り
，
鳥
取
へ
の
送
迎
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
陸
上
競
技
は
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
持
ち
前
の
笑
顔
で
友
だ
ち
を
沢
山
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

 
 

 

次
回
は 

山
﨑
朋
子
さ
ん
（
上
神
）で
す
。 

健
幸
づ
く
り
教
室          

開
催 

 

九
月
二
十
三
日
（
水
）
初
め
て
の
英

会
話
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

英
会
話
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
苦
手
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
人
の
講

師
ジ
ア
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
ク
さ
ん
の
英

語
を
ま
じ
か
に
聞
き
、
英
語
を
話
す

こ
と
、
外
国
人
の
方
と
接
す
る
こ
と

に
少
し
自
信
を
持
て
た
気
が
し
ま
し

た
。
文
法
も
大
事
で
す
が
、
伝
え
よ

う
と
す
る
こ
と
、
単
語
一
つ
ひ
と
つ
パ

ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
け

ば
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

第
二
回
目
は
、
十
月
十
四
日
（
水
）

十
時
か
ら
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 


